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三
島
由
紀
夫
の

エ
ッ
セ
イ
「
果
し

え
て
ゐ
な
い
約
束

　
私
の
中
の
二
十

五
年
」
を
久
し
ぶ

り
に
読
ん
だ
。

　「
私
は
（
中
略
）

こ
の
ま
ま
行
つ
た
ら
﹃
日
本
﹄
は
な

く
な
つ
て
し
ま
ふ
の
で
は
な
い
か
と

い
ふ
感
を
日
ま
し
に
深
く
す
る
。
日

本
は
な
く
な
つ
て
、そ
の
代
は
り
に
、

無
機
的
な
、
か
ら
つ
ぽ
な
、
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
、
中
間
色
の
、
富
裕
な
、

抜
け
目
が
な
い
、
或
る
経
済
大
国
が

極
東
の
一
角
に
残
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
い
い
と
思
つ
て
ゐ
る
人
た

ち
と
、
私
は
口
を
き
く
気
に
も
な
れ

な
く
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
筆

者
は
記
し
て
い
る
。

　
日
本
が
な
く
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

持
て
る
よ
う
な
教
育
が
必
要
だ
、
と

愚
生
は
思
う
。

　
我
々
は
縁
あ
っ
て
、
長
い
歴
史
と

文
化
、
伝
統
を
持
つ
魅
力
溢
れ
る
こ

の
国
に
生
ま
れ
、多
く
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
日
本

を
後
世
の
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
い

く
義
務
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　「
乳
幼
児
に
か
か
わ
る
我
々
が
今

こ
れ
ら
の
こ
と
に
、
真
剣
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
危
惧
す

る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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保
育
部
会
は
３
月
７
日
、
大
阪
府
に
対
し

て
、
地
方
版
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

の
設
置
な
ら
び
に
保
育
関
係
者
の
参
画
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の

構
築
に
向
け
、
昨
年
８
月
公
布
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
に
基
づ
き
、
都

道
府
県
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

支
援
計
画
」
を
、
市
町
村
は
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　
各
計
画
の
実
施
で
重
要
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
し
て
同
法
で
は
、
地
方
版
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
設
置
を
規
定
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
設
置
は
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
保
育
部
会
と
し
て
、

大
阪
府
に
対
し
要
望
し
た
も
の
で
す
。

　「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
地
域
の
子

育
て
家
庭
の
実
情
を
踏
ま
え
た
事
業
実
施

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、
各
市
町

村
段
階
で
も
設
置
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行

を
平
成
27
年
度
の
目
標
と
国
は
、
本
年
４

月
よ
り
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設

置
。
基
本
指
針
や
認
可
基
準
な
ど
が
順
次

審
議
さ
れ
ま
す
。
地
方
版
「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度

以
降
で
き
る
だ
け
早
い
設
置
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
」
策
定
に

向
け
て
、
市
町
村
で
は
７
月
以
降
に
ニ
ー

ズ
調
査
を
実
施
。
25
年
度
中
に
教
育
・
保

育
の
「
量
の
見
込
み
」
が
検
討
さ
れ
る
予

定
で
す
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」の
設
置
、

保
育
関
係
者
の
参
画
に
つ
い
て
府
へ
要
望

大阪府において「子ども・子育て会議」を必ず設置いただ
きたい。

⑴ 　地域主権を代表する施策の一つが「子ども・子育て新制度」。
その実施主体は市町村
　�新制度では、市町村が実施主体。都道府県は国とともに重層
的に支える位置づけです。自治体が主体的に責任を持ち保育・
教育の質を確保しつつ、効果的な制度運用が大切です。
⑵ 　新制度運用の柱は「子ども・子育て支援事業計画」と「子
ども・子育て支援事業支援計画」。その実働の可能性を高める
ために、子育て支援当事者の参加が計画策定に不可欠
　�地域のニーズに即した計画策定には、地域主権・地方自治の
信頼性や実働の可能性を高めるためにも、保育・教育双方の
観点を持った子育て支援当事者の参加が大切になります。

「子ども・子育て会議」は、制度運用のＰＤＣＡサイクルを
動かす要。府の「子ども・子育て会議」の構成員として、
社会福祉法人をはじめとする「子ども・子育て支援に関す
る事業に従事する者＝保育部会」を明確に位置付けていた
だきたい。

⑴　保育部会は、「子育て支援に関する事業に従事する者」
　�保育園等を運営する社会福祉法人はじめ子育て支援事業者
は、子ども・子育て支援に日々携わる者です。
⑵ 　子育て支援事業者の構成要員への位置づけは、円滑な制度
運用にも効果
　�保育・教育に実際に関わる事業経営者や保育士など責任感あ
る取り組みで一層の動機づけを与えます。
⑶ 　自治体と事業者の連携による、子ども・子育て支援事業の
計画づくりと制度運用が有用
　�子どもと保護者双方の利用者ニーズを把握している事業者が
参画し、行政とともに計画づくりをすることは、地域におけ
る子育て環境の質を向上させることにもつながります。

市町村の「子ども・子育て会議」の設置と構成員として民間
保育園が位置づけられるよう市町村に働きかけられたい。

要　望　書
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大
阪
府
市
町
村
の
今
が
ひ
と
目
で
わ
か
る

「
保
育
所
関
係
資
料
集
」発
刊
保
育
施
策
・
待
機

児
数
・
補
助
金
…

　
府
市
町
村
の
保
育
施
策
の
実

施
状
況
、
待
機
児
童
数
、
補
助

金
額
な
ど
、
比
較
検
討
で
き
る

内
容
で
、
市
町
村
単
一
の
み
な

ら
ず
、
府
内
の
市
町
村
の
動
向

を
あ
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
保
育
組
織
が
行
う

保
育
事
業
の
調
査
研
究
と
い
う

観
点
で
は
、
全
国
的
に
も
少
な

い
継
続
調
査
、
パ
ネ
ル
調
査
の

一
つ
で
す
。

　
大
阪
府
内
の
保
育
需
要
の
動

向
を
見
る
際
、
各
市
町
村
の
就

学
前
児
童
数
の
グ
ラ
フ
、
待
機

児
童
数
、入
所
児
童
数
（
公
立
）

と
入
所
児
童
数
（
私
立
）
グ
ラ

フ
が
非
常
に
有
用
で
す
。

　
就
学
前
児
童
数
は
、
豊
中
市
、

寝
屋
川
市
で
増
加
傾
向
、
そ
の

他
の
市
町
村
で
横
ば
い
、
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
大

阪
府
南
部
で
の
就
学
前
児
童
数

の
減
少
が
顕
著
で
す
。

　
待
機
児
童
数
の
グ
ラ
フ
で
は
、

待
機
児
童
の
い
な
い
市
町
村
が

多
く
み
ら
れ
る
中
、
住
宅
開
発

の
進
む
市
町
村
で
は
1
、
2
歳

児
の
待
機
児
童
が
多
い
こ
と
。

ま
た
、
一
度
増
大
し
た
待
機
児

童
が
、
民
間
保
育
所
の
新
規
整

備
で
減
少
に
転
じ
て
い
る
市
町

村
（
堺
市
、茨
木
市
）
や
、横
ば

い
、
ま
た
は
増
加
し
て
い
る
市

町
村
（
枚
方
市
、
守
口
市
、
和

泉
大
津
市
）
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
公
立
保
育
所
の
入
所
児
童
数

グ
ラ
フ
で
は
、
大
阪
府
北
部
の

一
部
の
市
町
村
で
横
ば
い
、
微

増
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
全
体
的

に
減
少
傾
向
で
、
民
営
化
等
の

影
響
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

　
民
間
保
育
所
の
入
所
児
童
は
、

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
増
加
傾

向
。
平
成
16
年
度
版
の
資
料
集

（
大
阪
市
除
く
）で
は
公
立
保
育

所
児
童
数
３
７
９
５
８
人
、
民

間
保
育
所
児
童
数
３
８
２
５
２

人
で
、
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
る
の

に
対
し
、
平
成
24
年
度
版
（
大

阪
市
含
む
）
で
は
、
公
立
保
育

所
児
童
数
４
２
２
８
５
人
、
民

間
保
育
所
児
童
数
９
９
９
１
６

人
（
大
阪
市
内
の
保
育
所
を
除

く
と
、
公
立
保
育
所
児
童
数
２

９
７
７
４
人
、
民
間
保
育
所
児

童
数
６
７
７
５
８
人
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
10
年
と
し
な
い
う

ち
に
民
間
保
育
所
が
公
立
保
育

園
と
比
べ
、
2
倍
以
上
の
児
童

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を

背
景
に
、
公
立
保
育
所
経
費
の

一
般
財
源
化
や
安
心
こ
ど
も
基

金
の
創
設
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
大
阪
府
内
の
一
部
地

域
で
は
、
就
学
前
人
口
の
減
少

に
伴
い
保
育
ニ
ー
ズ
が
減
少
し
、

保
育
所
定
員
が
減
員
し
て
い
る

地
域
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
公
立

か
ら
民
間
へ
、
ま
た
保
育
ニ
ー

ズ
の
地
域
格
差
拡
大
の
傾
向
が

今
後
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
末
筆
で
す
が
、
資
料
集
作
成

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
府
及
び

市
町
村
の
担
当
者
、
先
生
各
位

に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

資
料
集
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
保
育
ニ
ー
ズ
に
着
眼
し
、
保

育
所
運
営
の
ご
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

�

（
調
査
研
究
委
員
Ｉ
・
Ｋ
）

　
３
月
18
日
、
平
成
24
年
度

地
域
貢
献
支
援
員
（
ス
マ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
養
成
研
修

30
日
間
の
全
日
程
が
終
了
。

第
一
期
研
修
２
５
１
人
、
第

二
期
研
修
３
４
１
人
の
参
加

に
よ
り
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
認
定
者
の
累
計
が
１
１

修
定
員
増
」
を
行
い
ま
し
た
。

従
来
の
育
児
相
談
員
養
成
研

修
の
定
員
は
約
１
０
０
人
で

し
た
が
、
申
込
者
全
員
が
受

講
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
単
位
制
を
導
入

し
、
受
講
歴
の
持
越
し
を
認

め
ま
し
た
。「
や
む
を
得
ず
欠

席
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
る
た
め
、
単
位
制

は
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
ほ

し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

　
少
し
理
解
が
難
し
い
内
容

や
重
複
し
て
い
る
内
容
が

あ
っ
た
も
の
の
、「
実
践
報

告
」
や
「
事
例
検
討
」
を
追

加
し
た
こ
と
に

よ
り
、「
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
聞

け
、
大
変
参
考

に
な
っ
た
」
と

い
う
意
見
も
多

数
あ
り
ま
し
た
。

　
受
講
者
や
園

の
負
担
軽
減
を

考
慮
し
、
従
来

の
１
日
研
修
か

ら
半
日
研
修
に

改
変
し
ま
し
た

が
、
受
講
者
か

ら
は
賛
否
両
論

の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も

と
に
よ
り
良
い
研
修
に
な
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　
今
年
度
の
同
研
修
の
案
内

は
４
月
後
半
頃
に
行
い
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

０
０
人
超
と
な
り

ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
従

来
の
育
児
相
談
員

養
成
研
修
と
地
域

貢
献
支
援
員
（
ス

マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
）
養
成
研
修

を
一
本
化
し
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改

訂
を
行
い
実
施
し

た
１
年
目
で
し
た
。

　
今
回
の
改
訂
で
、

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
認
定
者
増
を

目
的
と
し
た
「
研

● 地域貢献事業推進委員会 ●

スマイルサポーター認定者
１１００人超

共同募金配分金の案内
今年も10月から実施される平成25年度（第
67回）共同募金運動開始に先立ち、共同募
金配分申請受付を開始します。

対象：‌‌大阪府内で行う民間社会福祉事業、
更生保護事業、その他社会福祉を目
的とする事業を行う法人・団体。

受付期間：‌‌平成25年５月１日から‌
５月20日まで。

問合せ先：大阪府共同募金会 
TEL.‌ 06-6762-8717‌
FAX.‌ 06-6762-8718 
URL：‌http://www.akaihane-osaka.or.jp

赤い羽根おおさか 　検索　
注：このグラフは平成 16年度・24年度の保育関係資料集を基に新たに作成したものです。

平成 16年度
（大阪市内の

保育所を除した数）

平成 24年度
（大阪市内の

保育所を除した数）

平成 24年度
（大阪市含む）
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阪
急
宝
塚
線
三
国
駅
か
ら

神
崎
川
を
渡
り
、
堤
防

ほ
ど
近
く
に
豊
南
み
ど
り
保
育

園
は
あ
り
ま
す
。
田
原
翠
成
理

事
長
は
、豊
中
市
の
南
の
端
で
は

な
く
、「
玄
関
口
」
と
し
て
常
に

意
識
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
昭
和
50
年
に
豊
中
市
委
託
簡

易
保
育
園
と
し
て
開
園
。
そ
の

礎
は
昭
和
27
年
に
創
立
さ
れ
た

豊
南
幼
稚
園
で
、
幼
保
一
元
化

を
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
員

は
本
園
と
分
園
を
合
わ
せ
て
60

人
。
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
を

本
園
で
過
ご
し
ま
す
。
園
舎
は

１
階
が
保
育
園
、
２
階
が
幼
稚

園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
後
57

日
～
２
歳
未
満
は
隣
接
す
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
分

社
会
福
祉
法
人
小
百
合
園

「
古
川
園
」
は
、
設
立
63

年
を
迎
え
る
定
員
１
５
０
人
の

保
育
園
で
す
。
平
成
11
年
の
50

周
年
に「
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

る
」
園
舎
に
建
て
替
え
ま
し
た
。

公
立
民
営
化
さ
れ
た
門
真
市
の

「
柳
町
園
」
は
姉
妹
園
で
す
。

　
毎
朝
、
元
気
な
体
操
か
ら
一

日
が
始
ま
り
ま
す
。
立
つ
姿
に

力
が
入
っ
て
い
る
の
か
、
後
ろ

か
ら
背
中
を
ツ
ン
ツ
ン
と
押
し

て
い
く
と
、
子
ど
も
た
ち
は
喜

ん
で
手
足
に
力
を
入
れ
て
待
っ

て
い
ま
す
。
腰
を
入
れ
た
綱
引

き
や
、
縄
跳
び
、
馬
と
び
、
ゴ

ム
と
び
、
高
這
い
な
ど
を
行
い

ま
す
。
２
歳
児
が
年
長
児
か
ら

ギ
ャ
ロ
ッ
プ
や
ス
キ
ッ
プ
を
丁

寧
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。
日
替
わ
り
あ

り
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
あ
り
と
、

小
さ
な
運
動
場
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
遊
び
ま
す
。
夏
の
暑
い
間

と
運
動
会
の
季
節
は
お
休
み
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
朝
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
燃
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り

で
は
、
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で

園
で
過
ご
し
ま
す
。

　
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
は
、

幼
稚
園
児
と
合
同
で
行
い
ま

す
。
中
で
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

は
、運
動
会
を
終
え
た
11
月
、神

崎
川
の
河
川
敷
を
走
り
ま
す
。

走
路
に
の
ぼ
り
を
立
て
て
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
す
。
親
子
で
の

参
加
も
で
き
、
年
長
児
は
８
０

０
ｍ
、
年
中
児
は
６
０
０
ｍ
、

年
少
児
は
３
０
０
ｍ
を
走
り
ま

す
。
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
、
保
護
者
に
作
っ
て
も
ら
っ

た
思
い
思
い
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付

け
て
走
り
ま
す
。
こ
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
の
取
り
組
み
は
、
小
学
校

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
保
育
園
と
し
て
、
地
域

の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
９
月
の
敬
老
の

集
い
に
は
「
エ
イ
サ
ー
」
を
披

露
。
特
に
和
太
鼓
の
演
奏
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
腕
前
を
披
露
し
て
い
ま

機
嫌
の
悪
い
子
、
す
ぐ
怒
る
子

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
性
格
や

難
し
さ
も
さ
ま
ざ
ま
。
気
持
ち

を
く
み
と
り
「
落
ち
着
く
遊
び

は
？
好
き
な
場
所
は
？
ど
ん
な

言
葉
掛
け
で
落
ち
着
く
？
」
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、自
律
で
き
る
よ
う
に
、

保
育
士
が
寄
り
添
い
ま
す
。

　
制
作
や
文
字
の
お
け
い
こ
で

は
、書
画
カ
メ
ラ（
実
物
撮
投
影

機
）
で
手
元
を
わ
か
り
や
す
く

映
し
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

お
遊
戯
で
も
、
先
生
が
モ
デ
ル

と
な
っ
た
ビ
デ
オ
を
み
ん
な
で

見
て
、
子
ど
も
に
伝
え
る
方
法

を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｓ
）�

木のぬくもり感じる園舎
一人ひとりに保育士が寄り添う

豊中市の「玄関口」
アットホームな幼保一元

朝のトレーニングに燃える子ら
年長児がギャロップ・スキップ指導

地域とのつながり大切に
川沿い駆けるちびっこランナー

保育園を
たずねて
467

門真市 古川園

豊中市 豊南みどり保育園

す
。

　
11
月
に
は
中
学
校
区
の
行
事

「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
・
ホ
ッ
ト
・
ほ
っ
と
」

に
参
加
。
12
月
の「
夢
ナ
リ
エ
」

で
は
豊
南
小
学
校
校
庭
で
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
、

そ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
は
園

児
た
ち
が
和
太
鼓
で
盛
り
上
げ

ま
す
。�

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｈ
）

元気一杯に走る子どもたち

和太鼓で盛り上げます!!

体操楽しいよ♪楽しみな昼食時間！ 室内でもたくさん遊べるよ
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Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
鴻
池

新
田
駅
と
住
道
駅
の

間
に
あ
る
ポ
ッ
ポ
第
２
保
育
園

（
鴻
池
ポ
ッ
ポ
福
祉
会
）
は
、２

０
０
５
年
に
設
立
し
た
90
人
定

員
の
保
育
園
で
す
。

　
保
育
目
標
に
、「
①
子
ど
も
た

ち
の
成
長
発
達
を
保
障
す
る
②

保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
③
地
域
に
貢
献
で
き
る
④
職

員
が
健
康
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
保
育
園
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
保
育
内
容
と
し
て
毎
年
５
歳

児
が
取
り
組
ん
で
い
る
民
舞
の

「
荒
馬
」
は
、
開
園
当
初
か
ら

の
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
相

手
と
し
っ
か
り
目
を
あ
わ
せ
、

「
ラ
ッ
セ
ラ
ー
」
の
か
け
声
と

だ
ん
じ
り
祭
り
で
有
名
な

岸
和
田
市
の
山
手
側
に

位
置
す
る
や
ま
だ
い
保
育
園

は
、
三
方
を
水
田
に
囲
ま
れ
、

一
年
を
通
し
て
吹
く
風
は
常
に

園
舎
と
園
庭
を
通
り
抜
け
、
少

し
目
を
上
げ
れ
ば
青
空
が
広
が

る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う

に
、
音
楽
・
和
太
鼓
・
水
泳
・
体

操
・
Ｅ
Ｃ
Ｃ
・
学
習
・
科
学
と

い
っ
た
多
彩
な
特
別
保
育
事
業

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
週
間
の
保
育
の
様
子
を
写
真

と
記
事
つ
き
で
紹
介
し
て
い
る

カ
ラ
ー
刷
り
の
﹃
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｌ

Ｙ
﹄を
作
っ
て
い
ま
す
。
平
成
10

年
９
月
か
ら
ず
っ
と
、
白
井
隆

雄
園
長
が
直
々
に
編
集
作
業
を

さ
れ
た
上
で
毎
週
発
刊
。
全
保

護
者
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、
す

で
に
７
５
０
号
に
達
し
て
い
ま

す
。

　
地
元
の
町
会
と
の
連
携
も
緊

密
で
、祭
礼
前
日
に「
だ
ん
じ
り

見
学
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
鳴
り
物
体
験
や
本
番
さ
な
が

ら
に
だ
ん
じ
り
を
曳
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
祭
礼
前
日
の

多
忙
の
中
、
平
日
の
朝
か
ら
何

十
人
と
い
う
町
会
の
方
に
協
力

し
て
も
ら
う
行
事
で
す
。
地
元

と
の
結
び
つ
き
へ
の
意
識
の
強

と
も
に
、
友
だ
ち
と
共
感
し
な

が
ら
踊
る
姿
は
勇
壮
で
す
。
ま

た
、
毎
週
１
回
ホ
ー
ル
に
全
園

児
が
集
ま
り
、
身
体
づ
く
り
の

た
め
に
、
リ
ズ
ム
運
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
う
ま
・
か

め
・
ザ
リ
ガ
ニ
」
な
ど
に
な
り

き
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
運

動
し
ま
す
。
毎
年
の
運
動
会
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

が
実
感
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
窓
と
屋
根
に
断

熱
加
工
が
施
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
、
職
員
が
快
適
に
生
活
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
は
ク
ー
ラ
ー
を
止
め

て
も
涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い
部

屋
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。屋
根
に
は
太
陽
光
発
電
、

さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
高
齢
者
と
子
ど
も
が
共
に

過
ご
す
、
世
代
を
超
え
た
複
合

施
設
」と
し
て「
や
ま
だ
い
ふ
れ

あ
い
の
家
」
が
昨
年
オ
ー
プ
ン
。

１
階
が
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
２
階
に
は
当
園
の
一
時
保

育
室
（
一
時
預
か
り
事
業
）
が

あ
り
、
短
期
間
保
育
を
必
要
と

す
る
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
を
預

か
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。以
前
か
ら

地
域
の
方
の
切
実
な
要
望
が
あ

り
、地
域
貢
献
事
業
と
し
て
一
時

保
育
室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　「
小
さ
な
園
で
す
が
、地
域
に

密
着
し
た
、
特
徴
あ
る
保
育
園

を
目
指
し
て
行
き
た
い
」
と
い

う
園
長
先
生
の
お
話
で
し
た
。

�

（
編
集
委
員
Ｎ
・
Ｎ
）

保育園を
たずねて
468

園
庭
に
は
雨
水
タ
ン
ク
や
ミ
ミ

ズ
コ
ン
ポ
ス
ト
を
設
置
。
メ
ダ

カ
が
放
流
さ
れ
た
ビ
オ
ト
ー
プ

も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
の
大
切
さ
や
環
境
問
題
に

つ
い
て
、「
市
民
の
会
」
の
人
た

ち
と
と
も
に
、
園
児
や
保
護
者

も
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｍ
）

青空と田んぼとお祭りと
地域と連携・地域への貢献

地球環境に優しい保育園
エコ環境も取り入れ快適に

音楽・和太鼓・水泳・体操…
多彩な特別保育を展開

子どもたちの笑顔がいっぱい
のびのび育ち合う園生活

岸和田市 やまだい保育園

東大阪市 ポッポ第２保育園

子ども・職員・地球に
配慮した園舎

玄関ホールには民舞の衣装

白メダカを放流

だんじり見学朝の体操
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保
育
のまど
78

まど

理念・基本方針・マニュアル…
共通理解を深めるために
玉川橋保育園（高槻市）

マ
ニ
ュ
ア
ル
・

規
定
・
要
領

│‌

様
式
の
バ
ラ
ツ
キ
を
な
く
す

　
ま
ず
保
育
園
運
営
の
基
本
と

な
る
「
理
念
・
基
本
方
針
」
の

見
直
し
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
保
育
と
安
全
性
の
向
上
の
た

め
に
は
、
全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
的
確
に
果
た
し
、
専

門
性
と
技
術
の
向
上
を
目
指
す

こ
と
で
す
。
当
然
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
「
職
員
の
社
会
的

倫
理
観
の
向
上
」
と
い
う
一
文

も
追
加
し
ま
し
た
。

　
各
自
が
定
期
的
に
自
ら
の
業

務
に
つ
い
て
振
り
返
る
姿
勢
を

培
う
た
め
に
「
目
標
の
見
直
し

や
反
省
を
定
期
的
に
行
な
い
、

改
善
す
る
」
こ
と
を
基
本
目
標

の
最
後
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
既
存
す
る
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
と
、
新
た
に
必
要
性
を
認

め
た
項
目
を
随
時
追
加
発
行
し

て
い
き
ま
し
た
。

　
当
園
職
員
の
行
動
基
準
を
表

し
た
「
職
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、保

育
環
境
の
整
備
な
ど
も
含
め
た

　
今
月
号
か
ら
保
育
の
ま
ど
で
は
、
新
た
な
テ
ー
マ
と
し

て
「
保
育
園
に
お
け
る
業
務
改
善
」
を
連
載
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
回
は
玉
川
橋
保
育
園
の
職
員
が
保
育
部
会
主
催

の「
保
育
サ
ー
ビ
ス
標
準
化
セ
ミ
ナ
ー
」（
講
師
高
田
一
平

氏
・
平
成
8
年
6
月
〜
平
成
19
年
7
月
）
に
受
講
し
、
そ

れ
を
も
と
に
行
っ
た
業
務
改
善
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
保
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
に
よ
る

「
事
故
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

や
「
個
人
情
報
保
護
マ
ニ
ュ
ア

ル
」を
整
備
し
、新
入
職
員
の
研

修
な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
る

よ
う
に
す
る

　
業
務
見
直
し
の
一
例
と
し
て

「
お
散
歩
」時
の
対
応
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
以
前
は
、
散
歩
に
出
る
時
に

は
口
頭
で
管
理
職
へ
伝
え
て
出

発
し
て
い
ま
し
た
が
、ま
ず「
お

散
歩
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
場
所
の
み

を
行
き
先
に
選
択
す
る
よ
う
に

変
更
し
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
は
、
園
か
ら
公
園
ま
で
の
地

図
や
写
真
な
ど
を
掲
載
し
、
出

発
時
に
は
「
お
散
歩
記
録
表
」

に
引
率
者
氏
名
・
行
き
先
・
お

散
歩
参
加
人
数
・
園
内
に
残
る

子
ど
も
の
人
数
・
出
発
時
間
・

帰
園
予
定
時
間
を
記
入
し
て
管

理
職
へ
提
出
し
ま
す
。帰
園
時
、

同
じ
用
紙
に
帰
園
時
間
と
帰
園

人
数
を
記
入
す
る
、
と
い
う
方

式
に
改
善
し
ま
し
た
。

　
人
数
確
認
へ
の
意
識
付
け

と
、「
行
き
先
」
を
園
内
の
職
員

が
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出

先
か
ら
緊
急
連
絡
が
入
っ
た
際

に
は
、
応
援
に
行
く
、
ま
た
警

察
へ
連
絡
す
る
な
ど
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
作
り
で
す
。

　
業
務
の
振
り
返
り
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
毎
月
末
に
「
保
育

の
自
己
点
検
表
」
を
保
育
士
全

員
が
業
務
（
保
育
）
を
振
り
返

り
記
入
し
て
提
出
し
ま
す
。
例

え
ば
「
保
育
士
同
士
が
イ
キ
イ

キ
と
保
育
を
し
て
表
情
が
明
る

い
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
、

そ
れ
が
で
き
て
い
た
か
ど
う
か

を
自
ら
よ
く
考
え
て
記
入
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
管
理
職
が

コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て
返
却
し

ま
す
。「
保
育
士
の
関
係
性
」「
保

育
士
の
保
育
姿
勢
」「
保
育
の
あ

り
方
」「
子
ど
も
の
姿
」「
保
護

者
と
の
関
係
」「
保
育
環
境
条

件
」
の
大
項
目
と
30
の
小
項
目

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
教
わ
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
で
常
に
配
慮

し
た
こ
と
は
、「
定
期
的
に
実
施

す
る
」
な
ど
の
漠
然
と
し
た
表

現
か
ら
、「
毎
月
１
日
に
実
施
す

る
」
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
言

葉
に
変
え
て
記
入
す
る
と
い
う

点
で
す
。

　
同
じ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
て

研
修
を
し
て
い
て
も
、
個
人
の

解
釈
に
幅
が
あ
り
ま
す
。
全
員

に
共
通
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
や
、職
員
の
退
職
、雇
用

形
態
の
多
様
化
に
よ
っ
て
も
習

熟
度
に
差
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

今
後
の
課
題
と
し
て
毎
年
の
努

力
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｋ
）

●‌保育園における業務改善‌●

見直しシート

保育の見直しを話し合う
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ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

OSAKA

　
さ
ぁ
４
月
！
年
度
始
め
、
新
入
園

児
の
泣
き
声
が
賑
や
か
。
桜
の
便
り

が
ア
チ
ラ
コ
チ
ラ
か
ら
。
例
年
あ
そ

こ
の
桜
を
見
た
い
な
等
々
、
思
い
を

抱
く
。

　
芽
吹
き
！
竹
冠
に
旬
と
書
く
筍
。

朝
早
く
に
長
靴
ゴ
ム
手
袋
の
イ
デ
タ

チ
で
筍
掘
り
に
。
筍
掘
り
は
簡

単
そ
う
で
、
な
か
な
か
難
し

い
。
素
人
は
最
初
に
お
い
し
い

処
を
切
っ
て
し
ま
う
。
他
に
も

ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
山
ふ
き

等
々
、
山
の
息
吹
き
が
聴
こ
え
て
来

る
。
さ
ぁ
元
気
出
し
て
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
!!

　
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
に
基

づ
き
国
や
各
自
治
体
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」が
設
置
さ
れ
る
。
我
々

保
育
当
事
者
も
是
非
委
員
に
!!
と
の

申
し
入
れ
を
全
国
保
育
協
議
会
が
ひ

な
型
を
作
り
全
国
組
織
へ
配
布
し
て

い
る
。

　
府
へ
は
要
望
済
み
。
各
市
町
村
へ

も
是
非
要
望
さ
れ
た
い
。
役
所
は
何

も
言
わ
な
ん
だ
ら
、
放
っ
て
置
か
れ

ま
っ
せ
。

　
５
年
前
に
な
る
が
、
日
本
を
震
撼

さ
せ
た
冷
凍
餃
子
の
中
毒
事
件
の
記

事
の
切
り
抜
き
が
出
て
き
た
。
当

時
、
段
ボ
ー
ル
肉
ま
ん
な
ど
と
も
に

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。

　
金
美
齢
さ
ん
は
「
日
本
人
は
餃
子

く
ら
い
自
分
で
作
れ
。
食
育
・
グ
ル

メ
と
騒
ぐ
わ
り
に
は
、
全
く
手
抜
き
」

と
指
弾
。

　
私
は
、
買
い
物
で
も
必
ず
製
造
者

の
記
名
の
有
無
を
見
て
、
販
売
者
の

み
の
モ
ノ
は
買
わ
な
い
。

　
何
か
事
故
が
起
き
る
と
そ
の
責
任

を
問
い
に
走
る
が
、
安
心
、
安
全
を

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
正
に
自
助
、
自

己
責
任
が
大
事
で
あ
る
。
高
く
て
も

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
安
心
だ
。

　「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉

は
も
と
も
と
日
本
人
が
大
事
に
し
て

き
た
心
が
け
。
近
頃
外
国
の
マ
ス
コ

ミ
が
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
が
子
ど
も
の
頃
、
米
粒
は
お
百
姓

さ
ん
が
力
を
注
い
で
作
ら
れ
た
物
。

感
謝
し
良
く
噛
ん
で
溢
さ
ぬ
よ
う
に
。

溢
し
た
ら
洗
っ
て
食
べ
よ
！
と
祖
母
。

　
戦
後
の
物
の
な
い
頃
に
育
っ
た
人

は
、
ひ
も
じ
い
思
い
を
経
験
し
て
い

る
か
ら
、
余
ら
す
こ
と
は
し
な
い
と

理
解
。

　
し
か
し
、
温
泉
地
等
で
の
夕
飯
は

食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い
出
て
く
る
。

歳
が
進
ん
だ
せ
い
か
、
本
当
に

多
い
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
な
ど
で

の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
、
ワ
ケ

の
わ
か
ら
ん
も
ん
が
、
沢
山
残

さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
あ

～
無
駄
な
材
料
代
に
手
間
賃
掛
け
て
、

も
っ
た
い
な
い
も
ん
や
な
あ
と
。

　
草
花
が
彩
を
付
け
始
め
、
追
肥
を

や
っ
た
り
、
花
摘
み
、
除
草
、
株
分
け
、

夏
野
菜
用
の
耕
し
、
桜
の
花
さ
き
に

オ
ル
ト
ラ
ン
⋮
戸
外
作
業
が
忙
し
く

な
る
。
桜
鯛
が
口
に
入
る
の
も
楽
し

み
な
4
月
。�

（
Ｈ
・
Ｎ
）

芽
吹
き
、息
吹
き
、年
度
始
め
。さ
あ
、元
気
出
し
て

よ
く
噛
ん
で
、溢
さ
ぬ
よ
う
に「
い
た
だ
き
ま
す
」

北
　
摂

河
　
内

気
遣
い
と
け
じ
め

‌

―‌

２
年・３
年
目
保
育
士
対
象
研
修
会

そ
の
先
の
育
ち
支
え
る

‌

―‌

ブ
ロ
ッ
ク
合
同
研
修
会

　
３
月
４
日
と
11
日
に
茨
木
市

福
祉
文
化
会
館
で
北
摂
ブ
ロ
ッ

ク
保
育
士
研
修
会
を
開
催
。
２

年
目
・
３
年
目
の
職
員
が
対
象

で
す
。

　
講
師
の
槌
間
勢
津
氏
（
株
式

会
社
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）
は
と
て
も
分
か

り
や
す
く
、
明
日
か
ら
の
保
育

に
活
用
す
べ
き
内
容
で
し
た
。

　
毎
日
の
保
育
で
、
自
分
が
で

き
て
い
る
こ
と
、
で
き
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
だ
け
の
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
職
員
同
士
の
関
係

づ
く
り
に
大
切
な
の
は
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
く
た

め
に
必
要
な
の
は
、
マ
ナ
ー
や

礼
儀
だ
け
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
遣
い
と
け
じ
め
だ
と

い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

講
義
中
、
隣
の
参
加
者
と
の
話

し
合
い
や
、
発
声
の
練
習
、
時

に
は
マ
イ
ク
を
持
っ
て
の
発
表

な
ど
が
あ
り
、充
実
し
つ
つ
も
、

と
て
も
短
く
感
じ
る
３
時
間
で

し
た
。

　
２
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
何
を
考
え
て
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
今
の
自

分
に
不
足
し
て
い
る
も
の
は
何

か
、
な
ど
自
分
を
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
で
教
わ
っ
た
色
々
な
技

術
と
心
掛
け
を
明
日
か
ら
の
保

育
で
実
践
し
、
よ
り
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
良
い

先
輩
・
良
い
２
年
目
に
す
べ
く

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
山
手
台
保
育
園
Ｙ
・
Ｋ
）

　
２
月
20
日
に
河
内
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、「
い

じ
め
、
不
登
校
、
問
題
行
動
、

虐
待
⋮
保
育
園
に
何
が
で
き
る

の
か
」
の
テ
ー
マ
で
臨
床
心
理

士
の
窪
田
容
子
氏
（
女
性
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
研
究
所
）が
講
演
。

　
窪
田
氏
は
、
人
格
の
土
台
が

形
成
さ
れ
る
乳
幼
児
期
は
基
礎

力
形
成
の
た
め
に
「
自
尊
心
」

「
自
己
肯
定
感
」「
良
好
な
自
己

評
価
」
と
い
う
自
分
へ
の
信
頼

感
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、

他
者
へ
の
信
頼
感
も
で
き
る
こ

と
、
そ
れ
が
育
て
ば
「
挑
戦
で

き
る
」「
頑
張
れ
る
」「
困
難
や

ス
ト
レ
ス
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
」「
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
」
と
、
７
項
目
を
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

①�

安
心
を
た
く
さ
ん
も
ら
う

（
あ
な
た
の
安
心
が
大
切
）

②�

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
る
（
あ

な
た
の
体
が
大
切
）

③�

関
心
を
も
ら
う
（
あ
な
た
の

経
験
が
大
切
）

④�

話
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
う

（
あ
な
た
の
話
が
大
切
）

⑤�

共
感
し
て
も
ら
う
（
あ
な
た

の
感
情
が
大
切
）

⑥�

肯
定
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら

う
（
あ
な
た
の
成
長
や
努
力

が
大
切
）

⑦�

あ
り
の
ま
ま
の
子
ど
も
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
（
あ
な
た
の

存
在
が
大
切
）

　
こ
の
よ
う
な
育
ち
は
、
子
ど

も
た
ち
の
人
生
を
支
え
る
宝
物

と
強
調
。
私
た
ち
は
、
専
門
職

と
し
て
の
役
割
理
解
と
実
践
す

る
こ
と
の
重
要
さ
を
痛
感
し
た

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
Ｃ
・
Ｔ
） 窪田容子氏

槌間勢津氏

よりよい保育士を目指して

会場の様子


